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く〉く〉力ジカやメダ力たちと共生できる肱川をめざしてく〉く>

つ
肱
川
清
流
保
全
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て

肱
川
は
、
人
々
に
無
限
の
恵
み
を
与
え
、
固
有
の
風
土
と
文
化
を
育
み
な

が
ら
生
活
に
潤
い
と
調
和
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
経
済

の
発
展
と
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
肱
川
の
清
流
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
肱
川
の
清
流
を
取
り
戻
そ
う
と、

昨
年
七
月
設
置
し
た
肱
川
清

流
保
全
検
討
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
き
、
今
年
三
月
「
肱
川
清
流
保
全
に
関

す
る
提
言
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
そ
の
提
言
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
市
民

・
事
業
者

・
行
政
が
一
体

と
な

っ
て
、
美
し
く
豊
か
な
肱
川
を
守
り
、
河
川
の
水
質
浄
化
及
び
河
川
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
「
肱
川
清
流
保
全
条
例
」
を
制
定
し
平
成
十
三
年
六

月
二
十
九
日
施
行
し
た
も
の
で
す
。
肱
川
を
自
分
の
も
の
と
し
て
接
し
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
に
出
来
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
践
し
、
美
し

い
肱
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

条
例
の
骨
子

一
目
指
す
べ
き
清
流

O
水
深
三
1
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

ま
で
で
あ
れ
ば
川
底
ま
で
よ
く
見

え
る
川

O
ア
ユ
や
カ
ジ
カ
(
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
)
メ
ダ
カ
な
ど
の
動
植
物
が
豊

富
に
生
息
し
て
い
る
川

O
美
し
い
景
観
が
保
た
れ
、
住
民

の
生
活
環
境
と
調
和
し
て
い
る
川

二
対
象
と
な
る
河
川

肱
川
本
流
及
び
支
流
並
び
に
こ
れ

ら
に
接
続
す
る
公
の
用
に
供
さ
れ
る

水
路

三
市
の
責
務

河
川
の
浄
化
等
を
図
る
総
合
的
な

施
策
の
実
施
に
努
め
る

四
市
民
の
責
務

生
活
排
水
の
浄
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

O
投
棄
の
禁
止

O
生
活
排
水
の
浄
化

。
洗
剤
の
適
量
使
用

五
事
業
者
の
責
務

事
業
所
排
水
の
浄
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

O
事
業
所
排
水
に
対
す
る
排
水
目

標
値
を
設
定

O
化
学
肥
料
・
農
薬
の
適
正
使
用

O
家
畜
の
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理

六
肱
川
清
流
保
全
基
本
方
針
策
定

七
肱
川
清
流
保
全
審
議
会
の
設
置

八
河
川
美
化
協
力
員
の
設
置

2 

ヨ型

企美しい自然が残る回処の清流

肱
川
の
紹
介

一
流
域
市
町
村

大
洲
市
・
宇
和
町

・
野
村
町
・

城

川
町
・

河
辺
村

・
小
田
町
・

広
田

村

・
中
山
町

・
内
子
町

・
五
十
崎

町

・
肱
川
町

・
長
浜
町

・
双
海
町
の

一
部

・
砥
部
町
の

一
部
(
一
市
十

一

町
二
村
)

二
流
域
面
積

一
、
二一

O
M

(
全
国
で
五
十
五
番
目
・

四
国
で
四
番
目
)

三

支

流

数

四

百
七
十
四
河
川

(
全
国
で
五
番
目
・
四
国
で

一
番
目
)

四
幹
線
流
路
延
長

一
O
三
同

(
全
国
で
四
十
八
番
目
・
四
国
で
四
番
目
)

五
流
域
内
人
口

(
一
部
の
二
町
除
く
)

約
一
四
六
、
八
O
O
人
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肱川清流保全条例制定16日定例市議!I

のd多:ん
生
活
排
水
に

気
を
つ
け
よ
う
1

ω下
水
道
の
整
備
促
進

平
成
二
十
年
供
用
開
始
を
目
標
に

肱
北
処
理
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

既
に
肱
南
処
理
区
、
八
多
喜
地
区

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま

す。ω合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促
進

下
水
道
整
備
区
域
外
の
地
域
で
生

活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
設
備
と
し
て
合
併
処
理
浄

化
槽
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
住
宅
新
築
時
又
は
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
設
置
替
え
す
る
場

合
等
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。(

本
年
度
枠
二
一
O
基
は
既
に
助
成

先
決
定
済
、
来
年
度
の
募
集
は
広
報

お
お
ず
九
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
)

ω浄
化
槽
の
適
正
管
理

定
期
点
検
を
受
け
日
頃
か
ら
適
正

管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

1時

てた
o
E

一
F
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司
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-
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戸

戸
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F
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』
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L
凶

戸

ω台
所
対
策
の
実
践

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
川
が

守
れ
ま
す
。

台所でひとエ夫
流し台には、ろ紙袋をかぶせた三角コーナー

や目の細かい網などを備え、調理くずや食ぺ残
しかすを流さないようにしましょう。

天ぷら油は流さない
使えなくなった天ぷら油などは、流しに

流さず、回収するか、新聞紙などに吸い込
ませてもやすごみとして出しましょう。

jすれはふさとる
汚れのひどい食器や鍋などは、 古布や紙

でふきとってから洗いましょう。
使った古布や紙は

もやすごみです。

堆

み

気

f

jb

は
ご
電

V

士

す

す

。

/
'ナ
@
一
か
や
い
い

気
柄
。
一
ぺ
も
さ
さ

ゐゐ
マ湘・
1

食
、
下
下

ワ
易
ト
J
一
や
か
て
用

芳
ハ
ヨ

-H
J
A

ず
る
し
刺

t
u
u
く
す
出
ご

菜
化
で
も

野
肥
¥
惜&

巾助補機理処み生式

司
同
デ
ィ
ス
ポ
l
ザ
l

台
所
の
生
ご
み
を
粉
砕
し
、
生
活

排
水
と
一
緒
に
直
接
流
す
デ
ィ
ス
ポ

l
ザ
l
は
、
物
理
的
粉
砕
の
み
を
行

う
も
の
で
あ
り
汚
濁
量
的
に
は
生
ご

み
の
垂
れ
流
し
と
変
わ
ら
ず
、
水
処

理
施
設
を
整
備
し
な
け
れ
ば
水
質
悪

化
を
招
き
ま
す
。

こ
の
た
め
水
処
理
施
設
の
な
い
場

合
は
使
用
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

川
洗
剤
の
適
量
使
用

洗
剤
の
量
を
増
や
せ
ば
そ
れ
だ
け

食
器
や
衣
類
の
汚
れ
が
よ
く
落
ち
る

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

洗
剤
は
、
使
用
法
に
従
い
適
正
な

分
量
を
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

河
川
を美

し
く
し
よ
う
!

ω郷
土
美
化
運
動
(
一
斉
清
掃
)

毎
年
七
月
第
三
日
曜
日
に
各
地
区

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ω不
法
投
棄
防
止

清
流
を
損
な
っ
て
い
る
も
の
に
、

投
棄
さ
れ
た
空
缶
、
ご
み
等
が
あ
り

ま
す
。
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

捨てないで!

J
r
j
 

事
業
所
等
の
排
水
を

き
れ
い
に
し
よ
う
1

ω水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
特
定

施
設
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
事
業

所
で
あ
っ
て
も
同
法
の
規
制
値
を

目
標
値
(
左
表
)
と
し
て
施
行
規
則

で
定
め
協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

小規模事業所の水質目標値

項 目 目標値

水素イオン濃度
5. 8~8. 6 

(H P) 

生物化学的酸素要求量 160rng/ e 
(B OD) (日開平均120JTg/t) 

I手 遊 物 質 量 200rng/ e 
(S S) (日開平均!日時/1)

ω化
学
肥
料

・
農
薬
は
使
用
法
を
よ

く
{
寸
り
適
正
使
用
に
心
が
け
ま

し
ょ
、
っ
。

ω家
畜
の
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
に
つ

い
て
、
土
地
還
元
し
た
場
合
す
ぐ

に
す
き
込
む
な
ど
流
出
し
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

流
域
町
村
へ
の
呼
び
掛
け

肱
川
の
流
路
は
一
市
十
一
町
二
村

に
ま
た
が
っ
て
い
る
た
め
、
流
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
関
係
町
村
に
対
し
協
力
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

E 保 間
@険 い

~ 2 環 合
内 l境わ
線 l課 せ
1 1 先
6 環}
O 境

保
1 全
6 イ系
2 

3 



8月号

|6日定例市議.

6
月
定
例
市
議
会
は
、

6
月
日
日
か
ら
幻
日
ま
で
の
日
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
8
件
、
条
例
関
係
8
件
、
そ
の
他

4
件
の
計
伺
件
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

広報おおず 2001

よ
り
美
し
く
よ
り
安
全
一
で
安
心
な

よ
り
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
!
補正予 算

( )内は対前年同期比

一般会計 17億9，314万円(1.9%減)
特別会計 2億2，師万円(2，5九増)
企業会計 6，0日万円(5，7%増)
合 計 20憶8，037万円

提
案
理
由
の
概
要

「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で

あ
る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
に
立
ち

「
新
世
代
へ
の
飛
躍
ー
さ
ら
な
る
創

造
に
向
け
て
(
第
四
次
大
洲
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
)
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
「
よ
り
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
、
「
よ
り
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
よ
り
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ

の
重
点
施

策
が
実
現
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
秋
実
施
さ
れ
た
「
全
国
都
市

住
み
よ
さ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
東
洋

経
済
新
報
社
)
」
で
、
大
洲
市
が
全
国

六
百
七
十
一
市
の
う
ち
第
七
十
二

位
、
県
内
十
二
市
の
う
ち
第
一
位
と

い
う
う
れ
し
い
結
果
が
今
年
三
月
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
移
り
変
わ
る

市
民
ニ
l
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
時

代
に
即
応
し
た
行
政
運
営
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
四
万
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
全
力
を
傾
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
二

般
会
計
)
の
概
要

市
民
生
活
の
環
境
改
善
に
主
眼
を

置
き
、
一
七
億
九
、
三
一
四
万
一
千

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
年
度
の
予
算
総

額
は
、
二
ハ
O
億
一
、

一三

四
万

一

千
円
と
な
り
ま
す
。

総
0雲海公園整備事業費補助金 250万円

。コミュニティ集会所整備事業費(只越 l区、梶屋敷区)2，859万円

。地方拠点都市基盤整備事業費 l 億7，487万円

費務
円万1

よ
巧

i
ウ

i億つ
ん

費工|商
~まちの駅整備事業費

5，867万円

415万円

100万円

1，555万円

費

費衛
0肱川清流保全関連経費

0犬猫不妊去勢手術費補助金追加

0合併処理浄化槽設置整備事業費補助金追加

生

生

民
o地方改善施設整備事業費

費
進促木一

'

路

、

、

開
園

費

円

道

線

線

胴
副

業

万

ス

森

満

廟
也

事

部

セ

徳

天

欄
幽

策
ハ
パ

ク

洲

宮

曙
岨

対

8

ア

大

若

a司
災

要

、

、

)

防

主

線

線

線

れ

域

森

号

洲

ず

地

徳

日

大

く

心

口

洲

東

け

中

田

大

宮

が

O

(
東

若

O

土

消
o消防施設整備事業費

(消防車庫詰所改築、耐震防火水槽設置ほか)

4 

6月定例市議会での議決事項など、詳しくは 「おおず市議会だよりNo32Jをご
覧ください。

教 育費
O大洲小学校校舎整備事業費(実施設計委託料)

Oおおず音楽祭負担金
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大
洲
市
は
、

「人
権
尊
重
都
市

「
大
洲
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

大
洲
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

こ
の
条
例
は
、
平
成
四
年
に
行
っ
た
「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
を

日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
、
六
月
議
会
に
提
案
し
、
議
会
最
終

こ
の
条
例
は
、

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た。団
圃
咽

.
4
・

何
細
山
一

幽
出
-

mw 

幅
帽
m

E
A
m
 

-
F
t
t
t
t
E
 

大洲市人権尊重のまちづくり条例制定

大
洲
市
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例

(
目
的
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
大
洲
市
の

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
、
市
及
び
市
民
の
責
務
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
施
策
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
「
人

権
尊
重
都
市
大
洲
」
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
市
の
責
務
)

第
二
条

市
は
、
前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
(
以
下

「
人
権
施
策
」
と
い
う
。)
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
権

尊
重
の
社
会
的
環
境
づ
く
り
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
市
民
の
責
務
)

第

三

条

市
民
は
、
相
互
に
人
権
を

尊
重
し
、
人
権
意
識
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す
る

人
権
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(
施
策
の
推
進
)

第

四

条

市
は
、
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
園
、
県
及
び
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
人
権
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
基
本
施
策
)

第
五
条

市
は
、
基
本
と
な
る
人
権

施
策
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業

を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

人
権
教
育
の
推
進
及
び
人
権

啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

二

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に

関
す
る
こ
と
。

三

人

権

問
題
の
調
査
研
究
に
関

す
る
こ
と
。

四

人

権

施
策
を
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
の
推
進
体
制
に
関
す

る
こ
と
。

五
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
人
権
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
す
る
。

人権尊重都市重言
人は、すべて生まれながらにして自由で

あり、かつ、人間として尊ばれ、人間とし

て生きる権利について平等であります。

お互いの人権を守って明るい社会を築く

ことが、市民すべての願いであります。

基本的人権を尊重し、明るく住みよい、

豊かなまちづくりを実現するため、 ここに

「人権尊重都市Jを宣言します。

平成4年12月19日 大洲市

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
判
決
に
思
う

五
月
に
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
で

元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
原
告
団
の
「
勝

そ訴
」
を
知
ら
せ
る
映
像
が
写
し
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
な
が
ら
「
あ
あ
よ
か
っ

た
な
」
と
思
う
と
同
時
に
、
司
法
が

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
判
決

を
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
勿
論
こ
れ
で
決
定
し
た

ば
い
し
ょ
う
せ
き

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賠
償
責

に
ん任

を
求
め
ら
れ
た
国
側
が
今
後
ど
う

出
る
か
、

気
に
掛
か
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
国
民
は
ど
う
か
こ
の
判

こ
う
そ

決
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
控
訴
し

な
い
で
欲
し
い
と
願
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

政
府
で
は
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
「
控

わ

か

い

あ

ん

て

い

じ

訴
後
、
和
解
案
提
示
」
の
方
向
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
熟
慮
の
末
、

一
転
し
て
政
府
声

明
を
出
し
、

異
例
の
控
訴
断
念
を
発

表
し
ま
し
た
。

そ
の
政
府
声
明
に
よ
り
ま
す
と
、

「
患
者
、
元
患
者
の
苦
痛
と
苦
難
に

政
府
と
し
て
深
く
反
省
し
、
お
詫
び

す
る
。
本
判
決
に
は
、
重
大
な
法
律

上
の
問
題
点
が
あ
り
、
本
来
は
控
訴

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ハ
ン
セ
ン
病

No.274 

人
権
と
同
和
教
育

問
題
の
早
期
か
つ
全
面
的
な
解
決
を

図
る
こ
と
が
必
要
」
と
判
断
し
た
と

あ
り
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
人
た
ち
に
と
っ
て

そ
れ
は
、
長
い
闘
い
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。熊

本
地
裁
は
、
廃
止
ま
で
九
十
年

近
く
存
在
し
つ
づ
け
た
患
者
の
絶
対

隔
離
を
明
記
し
た
「
ら
い
予
防
法
」

が
患
者
の
尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
う
た
っ
た
憲

法
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
、
国
に

賠
償
を
命
じ
た
上
で
、
旧
厚
生
省
と

国
会
に
対
し
て
、
法
律
の
早
期
見
直

し
を
怠
っ
た
責
任
を
認
め
た
も
の
で

し
た
。

六
月
十
五
日
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
元
患
者
に
対
す
る
「
ハ
ン
セ
ン
病

補
償
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
同

法
の
前
文
で
、
元
患
者
ら
に
「
深
く

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
偏
見
を
根

絶
す
る
決
意
を
新
た
に
す
る
」
と
明

記
し
、
「
名
誉
回
復
、
福
祉
の
増
進
、

死
没
者
に
対
す
る
追
悼
の
意
を
表
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
民
意
を
反
映
し
、
「
人
権
尊
重

を
優
先
」
し
た
熊
本
地
裁
判
決
へ
の

対
応
は
、
人
権
の
世
紀
へ
の
大
き
な

大
き
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

5 



8月号広報おおず 2001

あ

ど

が
わ

中
江
藤
樹
先
生
の
生
誕
の
地
道
賀
県
安
曇
川
町

大
洲
市
ピ
安
曇
川
町
は
友
好
都
市
ど
し
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

官
墨
川
町
で

手
づ
く
り
扇
子
巴

挑
戦
し
よ
う
!

安
曇
川
町
は
三
百
年
以
上
の

伝
統
を
誇
る
竹
の
扇
骨
(
扇
子

の
骨
)
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
六
百
人
以
上
の

職
人
と
五
十
を
越
え
る
仕
立
業

者
に
よ
り
、
全
国
生
産
量
の
約

九
十
%
が
こ
の
地
で
生
産
さ
れ

て
お
り
、
製
品
は
、
「
京
扇
子
」

や
「
近
江
扇
子
」
と
し
て
有
名

で
す
。

伝
統
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、

伝
え
て
い
る
安
曇
川
町
を
訪
ね

て
、
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
扇
子
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
!

藤樹先生の

足跡を訪ねよう

(水)(月)から10月17日平成13年10月15日

2泊3日

定 員 35人(大型パス l台)

費 用 l人 37，000円

※ 大洲市友好都市交流促進協議会から、パスチャータ一代(1人当り

10，700円)と扇子づくり及び交流経費の一部が助成されます。

旅の内容

程日

lO/15~lO/17 

10月15日
大洲市:8時発一瀬戸大橋 京都 (青蓮院、高台寺)一京都泊

(月)

10月16日 琵琶湖畔観光 (石山寺、ニ井寺) 琵琶湖観光遊覧船一志賀町 (馬方
(火) 又左衛門)一安曇川町 (手作り扇子に挑戦)一安曇川町泊 (交流会)

10月17日 安曇川町 (藤樹先生ゆかりの地散策:藤樹書院、中江藤樹記念館、藤
(水) 樹神社等)一明石大橋一大洲市:19時着

側えひめ内外旅行社告23-5000

電話でお申し込みください。

手続きの資料等をお送りします。

なお、申し込み多数の場合は抽選といたしますので予めご了

承ください。

申込み締切り 平成13年 8月31日(金)

問い合わせ先 側えひめ内外旅行社告23-5000

大洲市役所企画調整課

(大洲市友好都市交流促進協議会事務局)

ft24-2111 内線 370 

申込み先



山鳥坂ダム計画見直し案

43・
daー‘

山鳥坂ダム計画見直し案に関する大洲市民への説明会が6月8
日から15日までに中学校区別に 6力所で聞かれ、延べ1，120人が

参加しました。

ダム計画見直し案について国土突通省からの説明の後、質疑応

答などが行われましたが、参加者からは 「自然や生態系への影響

を懸念、事業費・中予への分水量が不明である」など見直し案に

対する疑問や反対、また 方では 「洪水対策上必要、ダム建設に

よる経済効果は大きい」といった賛成意見も出されました。

今後、市民の皆さんの意見や、 市議会との協議により、将来を

左右する重要な問題について、大洲市としての結論が出されま

す。

者(人)

1 1 

8 

5 

1 1 

1 1 

1 0 

56 

百
?冷
ブロ

ダム計画見直し案住民説明会の状況

会 場 | 対象地域(中学校区) I住民参加者(人)

新谷公民館|柳沢・新谷 I 145 
平野 公民館|平野 I 62 
菅田公民館|大川・ 菅田 152 
市 民 会 館 | 肱 南 ・久米 ・南久米 223 
八多喜公民館|三善・八多喜 164 
総合福祉センター |肱北・ 喜多 ・平・上須戒 374 
合計 I 1 ， 1 2 0 

開催日

6月8日

6月10日

6月11日

6月13日
6月14日
6月15日

藤
樹
先
生
略
伝
②

立
志

元
和
四
二
六

一
人
)
年
、
与
右

衛
門
は
一

一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
祖

父
は
孫
の
熱
心
な
勉
強
ぶ
り
に
感
じ

て
「
大
学
」
と
い
う
本
を
買
い
与
え

ま
し
た
。
こ
の
本
と
の
出
会
い
が
、

「
聖
人

・
中
江
藤
樹
」
の
立
志
の
感

激
と
決
意
を
生
み
ま
し
た
。
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
章
句
で
し
た
。

「
茨
午
よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま

で
、
壱
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
以
て

本
と
為
す
」
(
天
子
か
ら
一
般
の
人
に

至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
者
は
己
れ
自

身
の
修
養
が
根
本
で
あ
る
)

人
は
根
本
に
お
い
て
皆
平
等
で
あ

る
。
学
問
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
磨

き
鍛
え
て
い
け
ば
だ
れ
で
も
、
聖
人

に
な
れ
る
。
与
右
衛
門
は
自
分
の
進

む
べ
き
道
を
こ
の
と
き
に
は
っ
き
り

と
決
め
ま
し
た
。

元
服
前
後

元
和
六
(
一
六
二

O
)
年
冬
祖
父

吉
長
は
風
早
の
代
官
の
任
期
を
終
え

て
、
大
洲
の
城
下
へ
婦
川
崎
し
た
。

与
右
衛
門
は
再
び
天
梁

和
尚
に

つ
い
て
、
書
・
詩
な
ど
を
熱
心
に
学

び
ま
し
た
。

元
和
七
(
一
六
二
こ

年
の
秋
の

こ
と
で
す
。
九
歳
か
ら
六
年
間
、
慈

愛
深
く
育
て
て
く
れ
た
祖
母
が
六
三

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

元
和
八
(
一
六
二
二
)
年、

一
五

歳
に
な
っ
た
与
右
衛
門
は
晴
れ
て
元

(5) 

服
し
、
字
を
惟
命
と
つ
け
ま
し
た
。

惟
命
と
い
う
の
は
「
徳
を
根
本
と
し

て
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
天

命
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
命
を

得
る
た
め
に
人
は
自
ら
を
慎
み
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
意

味
で
す
。

な
お
、
与
右
衛
門
は
二
月
の
成
童

の
祝
の
あ
と
鉄
砲
町
の
屋
敷
に
移
っ

て
い
ま
す
。

祖
父
は
与
右
衛
門
の
元
服
を
大
変

喜
び
、
ま
す
ま
す
文
武
に
精
進
さ
せ

よ
う
と
書
籍
も
、
惜
し
み
な
く
買
い

与
え
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
与

右
衛
門
は
、
学
問
の
で
き
る
者
と
し

て
藩
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

与
右
衛
門
の
成
長
に
安
心
し
た
の

で
し
ょ
う
か
、
祖
父
は
、
そ
の
年
の

秋
に
七
五
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

与
右
衛
門
は
一
五
歳
で
祖
父
の
跡

を
相
続
し
、
百
石
の
武
士
と
し
て
出

仕
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(大
洲
藤
樹
会
)

企鉄砲町屋敷跡
(大洲高等学校内至徳堂)

年号の訂正について…広報おおず7月号で掲載した年号に誤りがありましたので、次 ( 線)のようにお詫びして訂正します。
・慶長13(1608)年 ・元和 3 (1617)年

? 



8月号広報おおず 2001

-'--

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
『
と
み
す
寮
」

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
と
み
す
寮
」

の
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す。

で
は
、
平
成
十
三
年
度

[
採
用
予
定
職
種
、
人
員
及
ひ
学
歴
な
ど
]

、

A

介
護
職
員
(
高
校
卒
以
上
)
二
名
程
度

B

調
理
員
(
高
校
卒
以
上
)
一
名
程
度

[
募
集
・
受
付
期
間
]

平
成
十
三
年
七
月
二
十
三
日
(
月
)
か
ら

平
成
十
三
年
八
月
二
十
日
(
月
)
ま
で

[
応
募
資
格
]

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
一
六
条
(
成
年
被
後
見
人
な
ど
)

に
該
当
し
な
い
人

③
日
曜
休
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
人

④
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可
能
な
人

⑤
A
の
介
護
職
員
は
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

又
は
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

⑤
B
の
調
理
員
は
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
調
理
師
の
免
許
を
有
す
る
人
文
は

平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

[
問
い
合
わ
せ
先
]

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
次
の

と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
と
み
す
寮
」

宮

@
0
2
1
0

8 

平成13年度自衛官等募集案内
募集種目 資格 受付期間 試験期日

薦推 高卒(見込合) 9月5目、9月7日 9月23-248
防衛大学校 21歳未満の者
戸'f 生ー 高卒(見込合)

9月13日-10月12日 ]:9z 11月IHI8
般 21歳未満の者 2次 12月IH4日

防衛医科 高卒(見込合)
9月13日-10月12日

l 次 11月 3~4 日
大学校学生 M歳未満の者 2次 12月5-7日

l次 9月2日

航空学生
高卒(見込合)

8月6日-9月7日 2次 10月IH8日
21歳未満の者 3次(空)11月11日~

12月7日

看護学生
高卒(見込合)

9月13日汁O月12日
l次 10月β日

21歳未満の者 2次 11月22-23日

一般首候補学生
18歳以上

8月6目、日月7日 l次 9月16日
M歳未満の者 2次 10月3-9日

書候補士
18歳以上

8月6日-9月7日
I;J: 9月16日

27歳未満の者 2次 10月3-9日

子男 18歳以上 臨時受付
受付時にお知らせしま

2等陸・ 27歳未満の者 す。

海。杢士 女 18歳以上
8月6日~日月7日 9月お-26日

子 幻歳未満の者

※詳しくは自衛隊大洲募集事務所 電話 24-4123
または大洲市役所市民課電話 24-2111内線110

1 採用予定人数
2 受験資格
(1) 日本国籍を有する心身ともに強健な者
(2) 昭和51年4月2日以降に生まれた者で、大学、短期大学又は高等学校を卒業若

しくは平成14年3月末までに卒業見込みの者
(3) 地方公務員法(昭和25年法律第261号)第16条各号のいずれにも該当しない者
(4 ) 採用後は、大洲市、長浜町、内子町、五十崎町、肱川町、 河辺村のいずれかに
居住可能な者
試験の期日・場所及び合格発表

l 区分 | 期 日|場所|合格発表

第 l次試験|平成13年9月16日(日)I大洲消防署|平成13年10月上旬に合否
l午前 9時~午後 5時 1(3 F会議室)他|の通知をします。

第2次試験|平成13年10月下旬予定 (詳細については|平成13年11月上旬に合否
第 1次試験の合格者に通知します。) Iの通知をします。

平成13年11月上旬予定 I
第3次試験I(第2次試験合格者γ|市立大洲病院|平成13年11月中旬に合否'-IIIJ ..J.L /.... fJl! "lY'J I'lLo Iの通知をします。

通知します。)

4人

3 

受付期間
平成13年7月10日 (火)から平成13年8月17日(金)までの執務時間中(月曜日

から金曜日までの午前8時30分から午後5時15分まで)に受け付けます。
なお、郵送による場合は、平成13年8月17日(金)までの消印のあるものに限り

受け付けます。
5 問い合わせ先

大洲地区広域消防事務組合消防本部総務課
fi24-0119 

4 
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大効1¥1市で養成講座を開催します!

労災ホームヘルパー受講生募集
(財)労災ケアセンターでは、厚生労働省の委託を受け、業務

上及び通勤災害 (労災)で重度の障害を受けた方のお宅に 「労災
ホームヘルパ-Jを派遣して、介護の支援や援助をする労災ホー
ムヘルプサービス事業を行っています。
ケアプラザ新居浜では、 「一般的介護サービス CB)Ji家事・

援助サービス CC)Jを行っていただくための養成研修を次のとお
り開催しますので、多数ご参加くださいますようご案内します。

平成13年9月20日(木) ・21日(金)
※「家事・援助サービス (C)Jの受講者は20日

み

大洲市総合福祉センター(東大洲)
一般的サービス (8)
1 (財)介護労働安定センタ ーが実施している「介護労働
者職業講習ホームヘルパー養成研修J2級課程修了者

2 厚生労働省の定めによる養成研修2級課程修了者
3 看護婦(准看護婦を含む)等の有資格者
家事 ・援助サービス (C)… 無資格で受講できます。

募集人員 30人 (定員となり次第締め切ります。お早めにお申し込み
ください。)

受講料無料
締め切り平成13年8月15日(水)
申込方法 官製ハガキに、住所・氏名・年齢 ・生年月日・電話番号 ・

資格の有無をご記入の上、お申し込みください。(ファック
スも可)
先着30名の方に受講申込書をお送りします。
干792-0896
新居浜市阿島字三喜一番浜甲1015-17
(財)労災ケアセンター

愛媛労災特別介護施設 「ケアプラザ新居浜J
fi'0897-67-1122 FAX0897-67-1155 

その他 研修修了者には、修了証書、携帯用修了証明書を交付しま
す。 。

(木)の

研修室2階

研修日時

会場
受講資格

申込先

AVAVκ
uv
 

【テ

l

マ}

「今

西
予
が
キ
ラ
リ
!
」

{
募
集
期
間
}

現
在
募
集
中
!

平
成
一
四
年
二
月
一
五
日
幽
ま
で

一

題

材

}

「
西
予
」

地
域
の
風
景
、
祭
り
、

行
事
、
風
習
等

{
募
集
要
項
}

コ
ン
テ
ス
ト
部
門
:
・
作
品
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
作

品
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
以
上
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
・
:
作
品
の
サ
イ

ズ
は

L
判
以
下
。

※
と
も
に
応
募
は

一
人
五
点
ま
で

{
賞
}

コ
ン
テ
ス
ト
部
門
:
・
最
優
秀
賞

(一

般
の
部
)
一
点
、
賞
金
一

O
万

円
、
賞
状
/
最
優
秀
賞
(
高
校
生
以

下
の
部
)
一
点
、図
書
券
五
万
円
分
、

賞
状
/
そ
の
他
各
賞
六
五
点

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
:
・
入
選
作
品
五

O
点
、
賞
状

・
市
町
村
の
特
産
品

{
発
表
・
展
示
会
}

平
成

一
四
年
二
月
下
旬
の
愛
媛
新

聞
紙
上
、
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
。

い
よ
て
つ
百
貨
店
(
松
山
)
で
作
品

展
示
会
を
予
定
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
役
所
内

八
幡
浜

・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
遊
楽
フ
ォ
ト
コ
ン
係

宮

@
0
5
6
0

旧
震
側
み
親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト

国
際
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
川
典
子
さ
ん
と
日
本
フ
ィ
ル
山
科
カ
ル
テ
ッ
ト

を
招
き
、
親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

E寺

八
月
八
日

(水
)

開
場
午
後
六
時
三
O
分

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

演奏者 ピアノソ リ

ス ト 小川典子

日本フ ィル山科カル

テット

演奏曲目 シューマン・

ピアノ五重奏曲op 

44変ホ長調ほか

開
演

午
後
七
時

場

所

入

場

料

前
売
券
二
、

0
0
0
円

(
大
人
)
一

、
0
0
0
円

(
高
校
生
以
下
)

当

日

券

二
、
五
O
O
円

(
大
人
)
一

、
五
O
O
円

(
高
校
生
以
下
)

※
前
売
券
は
、
親
と
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会
、
教
育
委
員
会
、
各
公
民

館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(肉
親
5
5
2
)

• 第 9固定期演奏会

会測dJラスアジサシプル

• 

昨年に引き続き 、テレ ビでおなじみの、ら
くさぶろうさんを司会に迎えて、楽しく華や
かなステージを予定しています。是非ご来場
ください。
[日時} 8月18日(土)

開演午後7時
大洲市民会館大ホール
500円

[場所】
[入場料]

ショスタ コーヴィッチ・祝典序曲
A列車で行こう 他

[問い合わせ先]
大洲ブラスアンサンブル事務局
宮 24-2370(恋木まで)

目][曲

9 
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H

一

... ・-
田
原
レ
ム
脂

(
四
陪
〉

企復元される大洲城の完成予想図 (基本設計)

大
洲
城
天
守
閣
は
、
戦
後
復
元
さ

れ
た
木
造
城
郭
建
造
物
で
は
、
日
本

一
の
高
さ
(
十
九

・
一
五

m
)
を
誇

り
、
日
本
で
初
め
て
木
造
で
復
元
さ

れ
る
困
層
四
階
天
守
で
す
。
ま
た
、

今
年
二
月
に
終
了
し
た
実
施
設
計
で

は
、
建
築
基
準
法
の
問
題
が
解
決
し

(
建
築
基
準
法
適
用
除
外
)
、
観
覧
者

が
最
上
階
(
四
階
)
ま
で
上
が
る
こ

と
が
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま

す。
施
工
業
者
は
、
六
月
二
十
二
日
に

三
層
以
上
の
木
造
城
郭
建
築
の
経
験

の
あ
る
業
者
な
ど
七
業
者
に
よ
る
指

名
競
争
入
札
が
行
わ
れ
、
六
月
二
十

七
日
の
六
月
定
例
市
議
会
で
正
式
に

決
定
し
ま
し
た
。

V
施
工
業
者

は喜ぐみ

株
式
会
社
間
組
四
国
支
庖

(香
川
県
高
松
市
)

V
工
事
費

七
億
四
千
五
百
五
十
万
円

(
建
築
・
石
垣
工
事
費
)

V
工
期

平
成
十
三
年
六
月
二
十
八
日
1

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日

株
式
会
社
間
組
は
、
平
成
七
年
に

士一院
完全量包め

三し白土面重量
階 、石工芸芸
)現城汁置
の在天 -J
復は守 1<:'

号室=-¥ 
空葉遣っ
て申2階 『
い櫓2) ・

今
年
度
は
、
部
分
的
な
石
垣
の
修

復
や
工
事
用
仮
設
道
路
の
設
置
を
秋

ご
ろ
か
ら
行
い
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
本
格
的
な
工
事
(
基
礎
工
事

・
木

工
事
な
ど
)
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

木
工
事
や
左
官
工
事
は
、
地
元
に
技

術
が
残
る
よ
う
地
元
の
組
合
な
ど
を

通
じ
て
実
施
す
る
計
画
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ

の
事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
木
材
の

お
披
露
目
式
や
木
曳
き
式
(
御
用
材

を
山
車
に
載
せ
、
市
内
を
練
り
回
す

儀
式
)
、
瓦
一
枚
運
動
(
瓦
一
枚
々
に

名
前
や
思
い
な
ど
を
書
き
込
む
募
金

運
動
)
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
は
、
市
民

の
夢
を
の
せ
た
平
成
の
大
事
業
で

す
。
か
つ
て
の
雄
姿
そ
の
ま
ま
に
、

威
風
堂
々
と
そ
び
え
る
大
洲
城
天
守

閣
が
大
洲
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
肱
川
の
水
面
に
姿
を
映
す
日

は
、
そ
う
遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

....明治時代の大洲城 (東面)

10 

....平成 7年に復元された白石城天守企熊本城隅櫓復元工事の様子
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平成13年7月1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、193，013，966円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大5j¥N
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第 1係

え 5州城

かわら版

2巳復

口県委復閣守天城州
川大回

一

笛

m

i
-
R

B
企

醤
司』

第
九
回
大
洲
城
天
守
闇
復
元
委
員
会

ー
進
捗
状
況
や
今
後
の
事
業
計
画
を
審
議
i

第
九
回
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員

会
と
建
設
専
門
委
員
会
の
合
同
会
が

六
月
八
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
復
元
委
員
会
で
は
、
今
年

一
一
月
に
実
施
設
計
が
完
了
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
本
体
工
事
の
発
注
と
な

る
前
に
、
事
業
の
進
捗
状
況
や
今
後

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

閑
附
旧
同
凶
凶
M
凶
川
M
一

本
体
工
事
は
六
月
二
十
八
日
に
契

約
が
締
結
さ
れ
、
今
年
度
は
天
守
台

石
垣
の
部
分
的
な
修
復
や
工
事
用
仮

設
道
路
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
集
積
さ
れ
た
木
材
の
振
り
分
け

作
業
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。
平
成
十

四
年
度
か
ら
は
基
礎
工
事
に
入
り
、

そ
の
後
、
建
て
方
、
屋
根
工
事
、
左

官
工
事
、
外
構
工
事
な
ど
を
行
い
、

平
成
十
六
年
七
月
末
に
大
洲
城
天
守

内線352n24-2111 

....保管倉庫 (北只)に集積さ れた木材

閣
は
い
よ
い
よ
完
成
を
迎
え
ま
す
。

閑
附
同
岡
閣
附
阿
一

天
守
閣
と
多
聞
櫓
に
使
用
す
る
木

材
量
は
、
あ
ら
ぴ
き
後
の
数
量
で
約

四
五
O
立
方
針
と
な
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
地
元
で
調
達
さ
れ
た
量
は
全

体
の
約
四

O
%
を
占
め
ま
す
。
ま

た
、
木
材
の
総
部
材
数
は
全
部
で

五
、
八
五
九
点
(
野
跡
棋
を
除
く
)

あ
り
、
そ
の
う
ち
天
守
閣
と
多
聞
櫓

に
使
用
す
る
柱
材

二
ハ
二
本
は
全
て

地
元
調
達
材
を
使
用
し
ま
す
。
さ
ら

に、

一
階
か
ら
二
階
へ
の
通
し
柱
に

は
、
如
法
寺
で
開
催
し
た
「
御
柚
始

め
式
」
の
桧

(樹
齢
二
五
O
年
)
を

使
用
し
ま
す
。

九
月
末
頃
に
は
地
元
調
達
材
の
お

披
露
目
式
を
開
催
し
ま
す
。
柱
材
は

も
ち
ろ
ん
、
木
曽
桧
の
大
径
木
な
ど

も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

関
岡
闘
闘
州
国
間
凶

今
年
二
月
に
完
了
し
た
実
施
設
計

で
は
、
建
築
基
準
法
の
問
題
が
解
決

し
、
観
覧
者
は
最
上
階
(
四
階
)
ま

で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
委
員
会
で

は
、
こ
の
実
施
設
計
を
担
当
し
た
竹

林
舎
建
築
研
究
所
・
木
岡
敬
雄
氏
か

企図 1 天守桁行断面図

着色した部分に部材を追加している

ら
設
計
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

天
守
雛
形
の
特
徴

大
洲
城
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、

天
守
雛
形
は
天
守
の
構
造
を
知
る
上

で
た
い
へ
ん
重
要
な
資
料
で
す
。

(か
わ
ら
版
二
0
・二

一
号
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
す
)
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
天
守
雛
形
に
は
、
構
造
上

南
北
方
向
に
弱
い
と
い
う
欠
陥
が
あ

る
こ
と
が
多
く
の
専
門
家
に
よ

っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
実
施
設
計
に
お
い
て
、
こ
の

弱
点
を
補
う
た
め
の
横
架
材
な
ど
を

追
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

(
図
1
参
照
)
そ
の
ほ
か
、

史
実
に
な
い
階
段
の
手
摺
り
が
観
覧

者
の
安
全
の
た
め
、
集
成
材
や
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
支
柱
を
用
い
て
設
置
す

企委員会で説明する木岡氏

る&め
・引
M

'
宮
山

-
打
川

山
火比百

戸

叩
川
町

内
ノ
』

怖
判

開
眼
州

立
bA

 

る
こ
と
な
ど
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
木
岡
氏
か
ら
他
の
城
と
比

較
し
た
大
洲
城
の
特
徴
と
し
て
大
洲

城
の
天
守
は
、
四
重
天
守
と
い
う
よ

り
は
、
五
重
天
守
級
の
豪
華
さ
を
備

え
、
特
に
破
風
の
配
置
な
ど
が
江
戸

城
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

二
階
の
火
灯
窓
の
配
置
は
彦
根
城
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
美
し
く
、
さ
ら

に
、
通
し
柱
は
姫
路
城
が
有
名
で
あ

る
が
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
手
法
で
、

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
合
い
を
も
つ

こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
は
、
秋

頃
か
ら
い
よ
い
よ
工
事
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。
工
事
に
関
す
る
情
報

は
、
か
わ
ら
版
だ
け
で
な
く
、
今
後

は
市
の
観
光
ホ

l
ム
ペ

1
ジ
で
も
随

時
掲
載
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
楽
し

み
に
。

木
岡
敬
縫
氏
昭
和
三
十
二
年
、
東
京
都

生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
建
築

学
科
卒
業
。
現
在
、
竹
林
舎
建
築
研
究
所
有

限
会
社
取
締
役
。
国
泰
寺
三
重
塔
、
掛
川
城

天
守
な
ど
の
設
計
に
携
わ
る
ほ
か
愛
媛
県
立

歴
史
文
化
博
物
館
の
宇
和
島
城
天
守
や
大
洲

城
な
ど
の
復
元
模
型
の
設
計
、
安
土
城
、
大

阪
城
、
福
岡
城
等
の
復
元
C
G製
作
の
監
修

指
導
に
携
わ
る
。

( URL 川市5.ocn.ne.jpj-0位ぱ〉

11 
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わ
が
葱
の
べ

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
夏
休
み
の
期
間
中

「わ
が
家
の
ペ
ッ
ト
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

今
や
空
前
の
ペ
ッ
ト
ブ
l
ム
。
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
本
な

ど
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ペ
ッ
ト
と
人
間
と
の
関
わ
り
あ
い
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
と
時
代
的

・
地
域
的
な
違
い
が
あ
り
、
昔

と
今
と
で
は
ベ
ッ
ト
事
情
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
し

た。
今
回
、
当
博
物
館
で
は
こ
う
し
た
時
代
的
な
違
い
を
踏

ま
え
、
人
間
の
心
を
和
ま
せ
る
ペ
ッ
ト
た
ち
に
焦
点
を
当

て
、
写
真
を
と
お
し
て
そ
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

-M供
園
一
捉

圃

宅

」

圃

ψ
乞

園
真
0

.
写
す

の
ま

，〈、st'

多
上

叶川
，，，
l
」

た
中

あ
謝

に
感

る
に

す
ま

催
さ

開
皆

サ

Y

』
。

展
た

.
真
し

圃
写
ま

圃
の
主
、

園
田
だ

-
A
7
た

七
月
二
十
一
日
(
土
)
1
八
月
三
十
一
日
(
金
)

大
洲
市
立
博
物
館
五
階
特
別
展
示
室

(
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

時

間

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
O
分

入

館

料

無
料

休

館

日

月
曜
日

・
祝
祭
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

宮
(切

4
1
0
7

いたずら好きのくうちゃんも遊びつかれて

ひと眠り。温風ヒーターの上は最高だね。
松本利男さん (新谷)の撮影

場期

所間

者島

電

議S

• 
電静

• • 4参

5守

者襲曜島@ • 電器唱島種融者多

の

書器

大t~+1
喜多

~ 

護審

番器

電器

• 

12 

選S

場襲

議警

議接

雪語• 

図

Gt 者語

内

老語聖書

宮E
:::oro:: 

理量響詩

一の瀬観先梨園

オープン 8月3日 (金)から
場 所 大洲市上須戒
開園時間 午前9時~午後5時
問い合わせ先 ]A愛媛たいき上須戒支所

ft26-0021 

幸野観うIt梨園

オープン 8月10日 (金)から
場 所 大洲市松尾
開園時間 午前9時~午後 5時
問い合わせ先 幸野観光梨園

ft24 -7665 
[総合案内]商工観光課

まま24-2111

雪量

内線353

費量省S~ 曜襲電器理参電器

警暴

老妻者静者語望号者像• 者修者復
‘静

脅b雪量

警暴



6/9 ホタルのヒカリの向こうに懐かしい笑顔

柳沢。目処で行われた 11またるまつりjも今年で29回目を迎えました。ふる
さとを離れて暮らす人たちも大勢帰省し、あちらこちらで再会を喜び、懐かし
い話に花を咲かせていました。

6/3 今助けに行くぞ!

梅雨や台風のシ ズンを控えて、水害時の活動に万全を期することができる
よう、消防団員による救難ポートの取り扱い訓練が肱川橋下流で行われまし

13 

町

d
刷
J

司

F/
仇】司

6
h
 

a
v
d
 

6/15 「積み土のう、月の輪、木流し」の三工法を訓練

大洲市防災センタ で、 国土突通省、愛媛県、大洲消防署、大洲市、長浜町の職
員ら約100人が参加し、いざという時のために十分な対応ができるよう、水防工法
訓練に取り組みました。

6/8 みんなの暮らしを洪水から守ります!

豪雨による河川氾濫などが発生した場合、災害現場に迅速に出動し排水ポン
プを遣水箇所や支川に投入し排水を行う排水ポンプ車 (毎分150ぱ及び毎分30
川、国土交通省大洲工事事務所に配備)訓練が如法寺河原で行われました。

6/17 親子で体験みんなで苗を植えよう!

今年も大洲青年農業者協議会の主催による田植え体験が東大洲(オズメッセ
横)の水田で行われ、子どもから大人まで楽しく田植えの体験をしました。
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保健センター823-031

いきいき-

LifeI 
あなたの健康を
サポートします

8
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

~0
8月
1
日
同

平

成

日

年

3
月
生
※

0
8月
7
日

ω
平
成
叩
年

7
月
生

0
8月
幻
日

ω
平
成
ロ
年

1
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
8月
6
日

開

平

成

立
年
同
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分

l
m
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

-・=I~，ヨ固t~j~ヨ=[9~'kl~~・・

8月5日(日)城 戸 眼科 (東大洲 )

まま24-1010

8月12日(日)大久保内科クリニック(八多喜)

ft26-1131 

石村 病 院 (長浜)

公 52-0275

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
}

0
8
月
幻
日
開

相
談
時
間

叩
時
i
U
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

生
活
習
慣
病
予
防
検
診

・

が
ん
検
診
の
お
知
5
せ

生
活
習
慣
病
は
、
あ
る
日
突
然
に
か

か
る
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け

て
徐
々
に
進
行
し
た
も
の
を
い
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
す
る
た
め
に
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
築
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た

病
気
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療
に
努
め

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

検
診
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
問
診

票
が
届
い
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

女
成
人
病
・
結
核
検
診
、
肺
・
胃
・
大

腸
・
婦
人
が
ん
検
診

平
公
民
館

8
月
担
日
幽

会
成
人
病

・
結
核
検
診
、
肺

・
胃
・
大

腸
が
ん
検
診
(
婦
人
が
ん
検
診
な
し
)

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

8
月
2
日
附

柳
沢
連
絡
所

8
月
3
日
幽

人
多
喜
連
絡
所

8
月
9
日
附

-m日
幽

安
婦
人
が
ん
検
診

菅
回
連
絡
所

8
月
幻
日
開

-m日
ω

柳
沢
連
絡
所

8
月
白
日
幽

叩
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

8月19日(日)浦岡医院 (三の丸 )

合 24-2024

-E遣軍 3 ヨヨEヨ・

8月26日(日)田渡クリニック(新谷)

ft25-3217 

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時

i
u
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

目

時

1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時

i
m時
却
分

{
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時

i
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木

曜

日

目

時

l
M
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
棺
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
川
崎
時
却
分

1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

次
の
と
お
り
、
献
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
2
日
休

市
立
大
洲
病
院
叩
時

l
u時

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
大
洲
工

事
事
務
所

日
時
却
分
1
時
時
却
分

曜日によって救急当番医院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

合 24-2151

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

加戸 病 院 (若宮)

ft24-5101 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜水

av 

新
刊
案
内

悪
タ
レ
極
道
い
の
ち
や
り
な
お
し

中
島
哲
夫
著

迷
走
日
本
の
原
点
楼
井
よ
し
こ
著

な
ぜ
、
日
本
で
は
誰
で
も
総
理
に
な
れ

る

の

か

け

井

沢

元

彦

著ア
グ
リ

披
露
宴
好

・
珍
プ
レ

l

西
繰
舞
子
著

眠
ら
な
い
人
は
太
る
、
病
気
に
な
る

T
-
S
・
ワ
イ
リ
「
ほ
か
著

長
野
の
「
脱
ダ
ム
」
、
な
ぜ
っ

ホ

ヤ

ノ

保
屋
野
初
子
著

怒
り
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
l

中
村
修
二
著

パ
パ
ッ
と
カ
ン
タ
ン
お
や
つ

3
6
5

世
界
文
化
社

着
や
す
い
こ
ど
も
の
日
常
着

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
雄
鶏
社

遺
伝
子
組
換
え
食
品
目
本
薬
学
会
編

カ
ツ

コ
よ
く
弾
く
!
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
ギ
タ

l

谷
川
史
郎
著

ス
オ
ウ

イ

ン

ド

待

ち

周

防

正

行

著

「
馬
体
診
断
」
勝
つ
馬
の
法
則境

勝
太
郎
著

茶

会

の

楽

し

み

三

田

富

子

著

短
い
ス
ピ
ー
チ
実
例
集
生
島
ヒ

ロ
シ
著

ク
イ
ズ
虫
食
い
川
柳
朝
日
新
聞
編

模
倣
犯
上

・
下

宮

部

み

ゆ

き

著

一

疾

査

渡

辺

淳

一
著

龍

の

黙

示

録

篠

田

真

由

美

著

離

婚

ま

で

藤

本

ひ

と

み

著

タ

ナ

ト

ス

村

上

龍

著

リ
主
γ

ユ

エ

ホ

ヴ

ン

シ

シ

ド

ユ

ウ

コ

六

月

黄

宍

戸

操

子

著

タ
y
オ

も
う
太
陽
は
輝
や
か
な
い
小
川
竜
生
著

擬
態

北
方
謙
三
著

14 

海
ち
ゃ
ん
、
お

は

よ

う

椎

名

誠

著

ル

ー

ジ

ュ

柳

美

里

箸

シ
・
ウ

カ

ン

ニ

チ

ロ

ク

ク

ゼ

テ

ル

ヒ

コ

粛
々
館
目
録

久

世

光

彦

著スガ
ノ

一

疾

の

川

菅

野

奈

津

著

カ
リ
ス
マ
上

・
下

新
堂
冬
樹
著

魔

女

樋

口

有

介

著

キ

イ
チ
ロ
ウ

サ

イ

ト

倉

阪

鬼

一

郎

著

ミ
ス
テ
リ
・

オ
ペ
ラ

山
田
正
紀
著

働

く

女

は

敵

ば

か

り

逢

洋

子

著

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ひ
と
波
乱

林

真

理

子

著

堕
ち
た
天
使

B
・
ア
ク

l
ニ
ン
著

地
獄
の
静
か
な
夜A

-
1
・
ク
イ
ネ
ル
著

届
か
な
か
っ
た
手
紙

K
・
テ
イ
ラ
ー
著

大洲・肱川の畔にて
常磐井忠香著

大
洲
領
総
鎮
守
大
洲
八
幡
宮
に
嫁
い

で
き
た
著
者
が
、
そ
の

7
年
後
夫
を
病

で
亡
く
す
も
、
苦
し
い
生
活
の
中
家
族

で
支
え
合
い
な
が
ら
、
家
塾
「
古
学
堂
」

を
守
り
伝
え
て
き
た
人
生
を
振
り
返
り

つ
つ
書
い
た
物
語
で
あ
る
。
三
善
生
活

誌
三
部
作
に
続
く
書
き
下
ろ
し
。

八
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「明
治
警
察
秘
録
」

講

師

村

上
恒
夫
先
生

日
時

8
月
辺
日
附

9
時
加
分
1
1
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

{
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・

8
月
訂
日
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大
洲
市
洪
水

避
難
地
図
の
訂
正

5
月
末
に
各
世
帯
へ
配
布
し
た
「
大

洲
市
洪
水
避
難
地
図
(
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
)
」
の
中
の
避
難
場
所
に
「
国
民
宿
舎

臥
龍
苑
」
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
施
設
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
削
除
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
詫
び
の
う
え
-
訂
正
し
ま
す
。

雇
用
保
険
に
つ
い
て

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
る
皆
さ
ん
ヘ

失
業
の
認
定
を
受
け
る
時
は
正
し
く

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

一雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
を
採

用
し
た
と
き
は
、
正
し
く
申
告
す
る
よ

う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ハ
ロ

ー

ワ
1
ク
大
洲
(
大
洲
公
共
職
業
安
定

所
)

怨
@

3
1
9
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
活
用
相
談
室

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、

一雇
用
保
険
事

業
の
各
種
助
成

・
給
付
制
度
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
労
働
省
よ

患
弱
地

表番

の
当

者

水

業

漏

道

急

水

緊

(朝星加水道設備

fi26-0020 
南設備

公 25-4684
神

8月4日出

り
委
託
さ
れ
た
雇
用
保
険
重
点
指
導
員

が
、
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時

}

8
月
辺
日
同

午
後

1
時
か
ら
午
後

4
時

{
場
所
}

ハ
ロ
l
ワ
l
ク
大
洲

2
階
会

議
室

(大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)

【
費
用
】

無
料

【
主
催
】

愛
媛
県
社
会
保
険
労
務
士
会

8
0
8
9
・
9
4
7
・
8
2
2
8

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
!

保
険
料
納
付

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度

国
民
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
が
納
め

る
保
険
料
が
今
の
お
年
寄
り
の
生
活
を

支
え
、
次
の
世
代
が
納
め
る
保
険
料
に

よ
っ
て
私
た
ち
が
支
え
ら
れ
る
、
国
民

全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
保
険
料

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
将
来

受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
者
と

な
っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎

年
金
や
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
支
払

わ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

森設備

fi25-4023 
保鉄工所

fi26-0537 

業

1
工

5

F
h
u

『，，

qu
ル
太

nu

寸」

F

D

n

U

一
木
一

電

4

6

2

々

2

丸

公

佐

合

徳

(有)

(有)

久

8月5日(日)

8月1旧 出

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
納
付

期
限
か
ら

2
年
を
過
ぎ
る
と
保
険
料
納

付
が
で
き
な
く
な
り
、
年
金
を
、
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

便
利
で
確
実
な
保
険
料
の

口
座
振
替

制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で

岱
@

2
1
1
1
(内
線

1
1
1
)

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に

教
育
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
就
学
や
入
学
後
の
学
校
生
活
に
不

安
が
あ
る
」
「
入
学
を
希
望
す
る
学
校
に

参
観
し
た
い
」
「適
切
な
治
療
や
教
育
機

三原設備

公 24-3783
(有)菊地浄化槽センター

fi24-0013 

(有)8月12日(日)

必
守
パ
ケ
ツ

花火のルール、
甲建設 側

企 24-5914
浦建設 (側

企 25-5335

アサノ設備

fi24-0783 
宮 元建設

合 25ー o2 4 2 

上

松

(有)

8月18日出

8月19日(日)

戸叶えひめデジタルコンテンツ h

I Iダランプリ21参加作品募集 I! 

! デジタルコンテンツ作品を広〈 i 
i募集します。優秀な作品を表彰 !

i し、県内産業の振興に寄与すると !

! 思われる作品には[えひめ IT大:
! 賞 (100万円)Jなどを授与。 i
i募集部門 静止画CG、動画Ci ， G、ソフトウェア、小中学生の !

i 4部門 ! 
t対象者 県内在住者、県出身者 ! 
! (プロ、グループ可) : 

! 募集期間 -9月10日(月)必着 i 
i応募方法 所定の応募票に作品を i
i 添えて事務局まで ! 
i お問合せ・申込先 えひめ産業振 !

! 興財団産業情報センター : 

!干7911m i 
i 松山市久米窪田町487-2 i ， ft089剖 0・1110 ! 
i 土・日・祝日休館 ! 
! http : //剛w.ehime-iinet. or. ip ~ 

~-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-ユ

関
を
さ
が
し
て
い
る
」
「
家
庭
で
の
療
育

に
助
言
が
ほ
し
い
」
こ
の
よ
う
な
内
容

に
市
内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
大
洲
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
(
市
役
所

5

階
)

公
@

2
1
1
1
(内
線

5
4
0
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

.... .... .... .... 
平 8 倉Ij 7 青 7 暮
野 月 作月土月ら
見 7 ガ 3i:=: 24 ];; 
貴日ラ日ア日出
雄 ωス例オ閃ゐ
イ 1工 iニ 1リ
マ 8房 8~ 7サ
ジ 月 「 月 の月イ
ネ 19遊 5麻 297. 
l 日」日布日主
シ(日)作 (日)展 (日)み
ョロ 〉

ロロ ¥ 
ン展 り
展 展

(槻

(有)いの水道設備

まま 24-2216 
谷本建設工業 側

fi24-5161 

キサ

(有)内 田 電気水道設備

まま 25-2858 
上工業 (側

企 24-3141

8月25日出

8月26日(日)

8
月
幻
日
ω
1
8
月
初
日
田

展

示

時

間

叩

時

1
げ
時

※
最
終
日
は
刊
即
時
ま
で

年
末
ま
で
休
ま
す
開
館
!

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

大淵|

。則
員ま

作 2つ
後7り
品面積

zaii3 

3
平
発
の
花
火
ガ

夜
空
を
彩
り
ま
す

ーーーーーーーー園、
今あめ暑 冒司

目アち ! ~ヨ
のツ ゃ ー刷

前 。 ア 宮司
のツ 副H
j昆イ m
度 。 同副

!J教i
マ砂51

早
よ
帰
っ
て
ピ

l
ル
が
飲
み
た
い
!

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

や

15 
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内
本目 談 内 t円相才 日 時 な ど 場 戸后 な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 8 月 8 日(水)/10時~15時 市役所 2階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 8 月 27日(月 )/10時~ 1 5時 市役所 3階会議室 まま24-2111 内線323

人 4雀 キ目 談 8 月 16日 (木)/10時~ 1 2時 大川公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 8 月 17日 (金)/10時~15時 市役所3階会議室

人権擁護委員1;:よる 毎週月 -水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 本目 談 所 9 時~16時(休日を除く) 人権相談室

~T 政 キ目 談
8 月 20日(月 )/ 9 時~12時 市役所 3階会議室

急ぐときは 合 24-5072(山本)
(総務庁) ft24-4294 (辻)

社会保険相談
8月 7 日(火)/10時~ 15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

8月 20日(月 )/10時~15時30分 合 089-925-5105

不動 産 無料相談 8 月 15日(水)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 伺上田喜六不動産 宮 24-4452

定期税務相談 8 月 10日(金)/1 0時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

l一般相談 毎週月 - 水 金 曜日 社会福祉協議会相談室i)~己 ごと ll法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センターl階) 社会福祉協議会 ft23-0313 

ヰ目 吾昆.民 1l 介護相談 毎週木曜日
(直通)fi23-5629 

l電話相談 10時~ 12時、 1 3時~16時

家庭児 童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線177

同和問題に 関 す る
毎日の執務時間中

大洲隣保館 宮 24-6100
何 で も キ目 談 大洲福祉会館 合 25-0947

青少年相談 電 話 毎日の執務時間中 青少年センター ft24-7830 

ふれ愛スクー)[;*自談需百 毎日の執務時間中 国ムL大洲青年の家 ft24-1414 

望E
3干::::と

-句~.

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

鳳
ゆ
る
愈
縁
切
膏
骨
翁
見

第
8
回

四
季
の
花
咲
く
河
川
敷
(
喜
多
)

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
肱
川
と
大
洲
平
野
が
広
が
る
喜
多
地

区
。
こ
こ
数
年
商
業
施
設
な
ど
が
進
出
し
都
市
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
畑
の
前
橋
(
五
郎
)
付
近
の
広
大
な

河
川
敷
で
は
、
春
は
菜
の
花
、
夏
は
ひ
ま
わ
り
、
秋
に
は
コ
ス

モ
ス
と
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
花
と
景
色
が
私
た
ち
の
自
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
は
大
洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
種
を
ま
い
た

り、

草
取
り
を
し
た
り
し
て
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
も
の
で
、

今
年
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
菜
の
花
フ
エ
ス
タ
」
で
は
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し

た。
「ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
一
面
に
広
が
る

四
季
折
々
の
花
を
見
て
心
を
癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
肱
北
公
民
館
の
田
中
さ
ん

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企夏の日差し を浴びて元気に咲く
畑の前橋 (五郎)のひまわり

大洲市内の交通事故

6月末現在 昨年同期

件数 128 154 

負傷者 157 210 

死者 2 l 

市民の動き

平成13年6月30日現在

39，242人 (+ 20) 出生 44人 (+3) 

18， 704人 (+ 20) 死亡 30人 (-4) 

20，538人 (::!: 0) 

14，568世帯 (+ 7) 

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

県民税2期市

16 

( )内は対前月比納期は 8月31日です
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